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５ 右の図のような底面の縦の長さが 10cm，

横の長さが 12cm，高さが分からない直方体

の水そうと，その水そうの高さと同じ鉄で

できた円柱Ａと円柱Ｂがあります。円柱Ｂ

の底面の円の半径は 4cm です。

はじめに，水そうには 720cm ３の水が入っ

ています。次の問いに答えなさい。ただし，

水そうの厚さは考えないものとし，円周率

を 3.14 として計算しなさい。

(1) はじめに水そうに入っている水の高さを

求めなさい。

(2) 円柱Ａを図１のように立てたまま上から

まっすぐ水そうに入れたところ水の高さが

2cm 上がりました。円柱Ａの水に入っている

部分の体積を求めなさい。

解答は求める過程も書きなさい。

(3) 次に円柱Ｂを図２のように立てたまま上

からまっすぐ水そうに入れたところ水の高

さが水そうの高さと同じになりました。

この水そうの高さを小数第 2 位を四捨五入

して求めなさい。解答は求める過程も書き

なさい。
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(1) 水そうの底面積は 10 × 12 ＝ 120cm ２なので，水の高さは

720 ÷ 120 ＝ 6cm です。

(2) 水面が 2cm 上がったので，水面下の体積の増加，つまり，円柱Ａの水に入ってい

る部分の体積は 120 × 2 ＝ 240cm ２ です。

(3) (2)のとき，水面の高さは 6 ＋ 2 ＝ 8cm なので，円柱Ａの底面積は

240 ÷ 8 ＝ 30cm ２ 。

また，円柱Ｂの底面積は 4 × 4 × 3.14 ＝ 16 × 3.14 ＝ 50.24cm ２ 。

よって，円柱Ａと円柱Ｂが水そうに入ったときの，水の底面積は

120 －(30 ＋ 50.24)＝ 120 － 80.24 ＝ 39.76cm ２ 。

このときの，水面の高さが水そうの高さに等しいので，

水そうの高さは 720 ÷ 39.76 ＝ 18.10･･cm となるので，小数第 2 位を四捨五入し

て 18.1cm です。
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